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1原子力安全文化有識者委員からの意見・提言への対応 （１／３）

 前回有識者会議でいただいた意見・提言については、以下のとおり対応している。

意見・提言 対応状況

 地元を一軒一軒訪問する活動を行

うことで、住民側にとっては中国電

力から直接話を聞くことができ、中

国電力側にとっても地元の「生の

声」を聴くことのできる絶好の機会を

持つことができるので、非常に期待

している。

 発電所に勤務する社員すべてが、日頃

から地元の皆さまにお会いする業務に

従事しているわけではありません。そ

のため、このような地元を歩いて回る活

動は、社員にとっても新たな気づきを得

る貴重な機会であると考えています。

 このような機会を通して得られたご意見

については、当社に対するお褒めの言

葉だけでなく、当社に対する叱咤激励

を含め、様々な内容のものを全体で共

有することで、「地域・社会からの信頼

あってこその原子力発電所」という基本

理念にいま一度立ち返る契機といたし

ます。

【お客さま視点の価値観を認識する機会の拡大に関するもの】



2原子力安全文化有識者委員からの意見・提言への対応 （２／３）

意見・提言 対応状況

 再稼働に向け慌ただし
い中、コミュニケーショ
ンにおける「ボタンの
掛け違い」が起こりや
すくなる。一度信頼を
失うと元のレベルには
戻らないので、他者と
の関わりの中で覚えた
違和感を見逃さず、そ
れを吸収して解決して
いけるような「受け皿」
を整備してほしい。

 業務繁忙期においては、周囲に目を配る余裕が少なく
なり、その結果、ご指摘のような「ボタンの掛け違い」
が生じる可能性があります。

 そのような状況に陥らないよう、各個人の自覚に任せ
るだけではなく、各部署、発電所全体あるいは本社も
含めてフォローできるような取組みを引き続き行ってい
きます。

【引き続き行う取組みの例】
 島根２号機の再稼働について、安全を大前提に着実に

進めるため、グループ会社・メーカも参画する形で会議

体（島根２号機再稼働プロジェクト）を設置し、再稼働に

向けた課題を抽出し、計画的かつ体系的に管理。

 発電所長・副所長と所員の意見交換会を実施。

 協力会社も含めた「安全協議会」や、その下部組織の

「作業安全管理部会」において、現場の状況等について

話し合いを実施。

 ２回/月の頻度で、協力会社とコミュニケーションを図り、

現場での困り事や改善要望の聴き取りを実施。

【コミュニケーションに関するもの】



3原子力安全文化有識者委員からの意見・提言への対応 （３／３）

意見・提言 対応状況

 「世間の良識」というものは刻々と変

化しており、従来どおりの説明や広

報では通用しないこともあるので、

情報発信についてよく考えて取り組

んでほしい。

 当社を取り巻く状況が刻々と変化し、ま

た情報発信のツールも多様化する中、

ＳＮＳも活用しながら当社の取り組みや

考えが地域の皆さまに対して、「分かり

やすく」「円滑に」伝わるよう、工夫して

いきます。

【中国電力からの情報発信に関するもの】
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※２０２４年冬号（２０２４年１月２８日発行）
⇒松江、出雲、安来、雲南、米子、境港の６市の新聞全紙（約２１万部）に折り込みで配布
⇒広報紙や当社ホームページで紹介した原子力に関するトピックス等について、ＳＮＳを活用し適宜発信中

（参考）メディアを活用した情報発信の例…広報紙「あなたとともに」


